
る
0

そ
の
初
は
小
山
HI
舘
は
今
の
金
井
村
に
在
っ
て
､
天
文
元
年
か
ら
谷
村
に
港
-
､
天
正
十
年
ま
で
五
i-
.i
年
此

に
任
し
た
.
此
の
年
武
旺1
氏
･1品

に
穐
m
信
長
に
亡
さ
れ
て
､
此
の
地
方
は
.1
且
は
北
憧
氏
の
手
に
落
ち
た
が
.
そ

の
以
前
に
も
北
偵
氏
は
屡
々
兵
を
此
に
出
し
'
早
雲
は
明
璽

Tp
堅

五
年
文
重

光
.
二
年
の
五
回
に
瓦
も
侵
入
L
p

そ
の
雑
踏
は
何
時
も
龍
坂
峠
を
越
え
る
沼
津
街
道
に
由
っ
た
ら
し
-
.
大
永
五
年
信
虎
は
氏
綱
だ
簡
坂
に
耽
ひ
.
事

撃

一年
に
は
小
山
田
越
中
守
は
猿
橋
で
之
だ
戦
ひ
'
同
四
年
に
は
氏
鋼
に
破
ら
れ
て
ゐ
る
｡
谷
村
勝
山
城
は
此
の
戦

敗
後
に
防
無
を
堅
固
に
し
た
も
の
で
あ
ら

う
｡

天
正
十
年
北
棟
勢
の
侵
入
し
た
時
に
は
そ
の

一
手
は
谷
村
を
取
接
地
･fJ
し
て
御
坂
笹
子
屑
道
か
ら
甲
府
に
人
ら
ん

と
し
て
鳥
居
元
忠
に
撃
過
さ
れ
た
｡

明
石
市
の
経
度
天
測
附
鉛
直
線
偏
差
に
就
き
て

野

浦

隆

治

は

し

が

巻

昭
空

車

今
上
陛
下
御
即
位
の
御
大
典
を
翠
げ
孟

給
-

ビ
ど
な
る
や
､
金
閣
民
は
奉
硯
の
璽

息
を
致
し
.

挙

っ
て
瓜
ひ
-
1
の
記
念
非
業
を
計
測
し
た
の
で
あ
る
が
'
明
石
市
の
教
育
骨
は
'
我
が
中
央
標
準
時
を
代
表
す
る

東
経
宵
三
十
五
度
の
子
午
線
を
且
豪

す
る
機
械
の
建
設
を
企
て
た
の
で
あ
っ
た
.
明
石
iE
ビ
し
て
賂
た
又
其
の
地
の

明
石
霊

総
皮
天
測
附
翰
紅
組
偏
差
に
就
き
て

こ
ハ
九

九



地

球

i.a
十
三
懸

節
三
世

三〇

70

放
辞
令
の
日
給
鬼
と
し
て
は
茄
も
適
切
に
し
て
父
娘
も
打
点
苑
な
る
も
の
た
る
こ
W
li..1
ふ
よ
で
も
な

い｡
:而
し
て
本

年
漸
-
鬼
の
計
劇
が
賓
税
L
t
桝
祁
輔
の
寸
護
紳
柿
木
人
丸
紳
配
の
軍
門
に
小
池
松
な
が
ら
間
の
如
き
標
識
が
紐
設

せ
ら
れ
､
ム
る

一
月
二
十
六
円
竣
功
修
稼
式
を
行
っ
た
｡

蜜
は
私
自
身
も
'
此
の

抑
業
に
幾
分
の
軸

係
を
和
す
る
も
の
で
､
加
鍾
甘
三
十
正
圧
キ

ツ
チ
-
の
他
部
決
淀
は
'
花
々
芳
干
名
の
も

の
が
委
鴨
を
受
け
て
賓
測
し
た
の
で
あ
る
.

で
t
t
I
比
の
記
念
標
識
落
成
に
館

-
'
我
々

の
米
側
紙
鵜
に
つ
き
で
少
し
-
･B
判
を
加

へ

k･帆
-
こ
'J
は
'
明
石
通
過
の
際
こ
の
標
識
を

御
覧
に
な
る
人
々
の
参
考
ど
な
-
､
鬼
も
す

れ
ば
起

-
易
き
不
審
を
汲
防
す
る
上
に
於
て

私
北
の
取
る
べ
き
班
務
'J
付
じ
'
苗
に
禿
繁

を
珂
す
る
次
第
で
あ
る
｡

l
､
経
緯
度
に
二
相
あ
る
｡
執
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
｡

殺
初
こ
の
記
念
計
測
を
私
的
に二
承
っ
た
の
は
､
私

か

昭
和

二

年
の
欲
で
あ
っ
た
が
､
正
式
の
保
税
を
受
け
た
の
は



昭
和
三
年
御
即
位
常
年
の
春
で
あ
っ
た
｡
で
ー
基
の
常
初
私
は
大
に
熟
考
し
た
の
で
あ
る
｡

ど
い
ふ
の
は
'
元
凍
聾
者
間
に
使
用
せ
ら
れ
て
屠
る
或
地
鮎
の
綬
緯
度
早
い
ふ
も
の
に
二

1種
あ
っ
て
若
干
の
差

0
0
0
0
0
0
0

が
あ
る
O

.l
っ
は
地
相
撃
的
或
は
測
地
撃

的

経

緯

度

(G
e.d
etic
l･
ngitud
e
a
n
d

latitude)
ビ
栴
し
､
所
謂
三
角
測

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽヽ
0

0
0
00
0
ヽ
ヽ

最
に
よ
-
多
数
三
角
鮎
の
地
上
測
最
智
行
ひ
'
其
の
粘
基
を
地
球
は
完
全
な
る
楯

園

鰭

ビ

暇

足

し
て
計
算
整
理

し
た

0
0
0
0
0
0
0

鮭
緯
度
で
p
参
謀
本
部
の
地
閲
な
.Ju
に
記
入
の
も
の
は
即
ち
之
れ
で
あ
る
｡
･今

一
つ
の
経
線
皮
は
天

文

撃

的

経

緯

度

(
As

tro
n
o
m
ic
al
longitud
e
and
lati
tude)
ビ
呼
び
､
地
上
測
量
で
な
-
天
機
観
測
か
ら
各
地
直
接
に
決
定
す
る

ヽ
ヽ
0
0
0
ヽ
ヽヽ

の
で
あ
っ
て
p
地
球
異形
の

経
緯
度
な
の
で
あ
る
｡
地
球
の
異
の
痕

ビ
し
て
は
､
そ
の
四
分
の
三
を
占
む

る
海
面
の

形
を
土
釜
と
L
p
陸
の
露
呈
で
も
其
の
梅
南
を
押
し
横
め
て
考

へ
た
も
の
を
取
る
こ
だ
が
､
激
も
自
然
で
叉
最
も
至

常
な
る
こ
ビ
貯
'
何
人
も
異
存
が
あ
る
ま
い
｡
之
を
地
撃
者
は
ゼ
オ
イ
ド
(G

e.id)
三

竃

け
て
居
る
が
､
こ
の
ゼ

オ
イ
ド
即
ち
地
球
の
異
形
は
'
勿
論
球
で
も
な
け
れ
ば
'
完
金
な
る
欄
圃
憶
で
も
な
い
｡
地
球
を
楠
図
膿
ビ
す
る
の

は
･
今
日
の
精
密
な
る
地
球
物
排
撃
上
よ
-
す
れ
ば
､
欠
脹
ら
一
っ
の
略
近
的
空

白
ひ
方
に
過
ぎ
な
い
.
従
っ
て
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1
1
～
1
1
1
1
1
1
1
～
1
～
1
1

1
1
1
1
1
1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

地

球

を

楯

倒
閣
ビ
し
て
算
定
し
た
測
地
学
的
鮭
種
皮
4/J
､
地
球
の
異
形
ゼ
オ
イ
ド
上
に
現
は
し
た
天
文
撃
的
経
緯
度

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

1ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

と
は
､

一
般
に
多
少
の
差
が
あ
る
こ
亡
は
歯
然
で
'
其
の
差
を
知
る
こ
亡
は
即
ち
地
球
の
異
形
ゼ
オ
イ
ド
を
知

る

1

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ヽ
1
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

方便
ど
な
る
も
の
で
あ
㌔

最
近
地
球
物
理
壁
上

の
韮
婁
な
る
一
新
隼
面
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡
日
本
で
は
ま
だ
此

の
種
の
研
究
は
極
め
て
僅
少
で
は
あ
る
が
'
測
地
撃
骨
が
東
京
附
近
に
で
測
っ
た
両
種
鮭
終
圧
の
差
を
例
示
す
る
だ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
～
1
～
ヽ
ヽ

次
衣
の
如
-
で
､
数
砂
乃
至

1十
秒
塞
度
は
普
通
ビ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

明
石
小

山
経
度
l#
測
附
糾
此
緋
僻
弟

に
就
き
て

17
1

二



地

球

第
十
三
谷

節
三
助

1.
4
.,一

1
二

地

名

軽
度
の
差
(角
ノ
秒
)

一
緒

度

の

差

(
砂
)

長
野
腺
上
伊
那

郡
赤穂
相

同

牒

諏

訪

郡

霧
ケ
峯

同

牒

北

佐
久

那倍
宿

山
梨
糠
北

長
座

郡
堕胎
村

長
野
幌
上
高
井

郡小河
原

群
馬
煤

勢
多

郡

赤
城

山

崎
未
収

秩
父

郎

党
平

山

千
葉
煤

長
生

郡

大
地
減

千
葉
順
君
津

郡

鹿
野

山

栃
木
腺

下
都
賀

郡
鬼石
山

千
葉
順

海
上

郡
高
紳
村

千

韮

糠

安

房
郡
大

山

茨
城
腸
久
義

郡

高
鈴

山

栃
木
豚

宇
都
宮

市
八幡
山

帥
奈
川

豚
中

郡

浅
閉

山

I

l
o
.TF9

-

i
6.2

-

L
t.2

-

如
.∞

米

測
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此

の
裏
は
､

東京
で

は両種
の経
緯

度
同
一
で
其
差

客
ビ
見
放
し
て
比
較

し
､
且
つ
各
地
の
天
文
学
的
経
緯
度
か

ら

測
地
撃
的
経
緯

度
を

引
いた
差
を
絹
げ

だ
の
で
あ
る
｡
故

に
､
蔚
故
が
正
な
の
は
天
文
撃
的
締
緯
度
の
方
が
大
で



負
な
る
は
天
文
撃
的
据
緯
度
が
測
地
撃
的
揮
緯
度
よ
h
小
な
る
塵
で
あ
る
｡

兎
も
角
､
上
記
の
如
-
'
尊
者
間
に
使
用
す
る
綬
緯
度
は
精
し
-
い
へ
ば
二
種
根
あ
っ
て
'
其
間
多
少
の
差
異
あ

る
を
常
ビ
す
る
か
ら
.
明
石
市
教
育
令
よ
-
.
其
附
近
を
迫
る
百
三
十
五
度
カ
ツ
キ
リ
の
経
度
地
鮎
を
定
め
て
免
れ

い
ざ
の
証
文
に
接
し
た
亡
き
.
私
は
最
初
迷
っ
た
の
で
あ
る
｡

｢
測
地
革
的
経
度
に
し
よ
う
か
'
但

し
は
天
文
豊
明
総
皮
に
す

べ
き
か
｣

ど
.
測
地
撃
的
紐
皮
で
な
ら
ば
'
地
図
に
各
は
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
.
素
人
の
方
に
は
却
っ
て
無
難
で
は
あ
る
し
.

且
つ
仕
事
は
最
も
備
置
容
易
で
'
参
謀
本
部
政
近
壁
行
の
地
図
に
よ
-
直
ち
に
決
定
す
る
こ
亡
が
田
氷
る
.
或
は
既

に
明
治
四
十
三
年
.
教
育
勅
語
焼
撃

1十
過
年
記
念
ビ
し
て
'
修
正
前
の
参
謀
本
部
地
閲
に
基
き
建
立
し
て
あ
る
明

石
相
4
町
の
薦
標
識
を
'
其
後
東
京
麻
布
天
文
蔓
の
鮫
皮
改
測
の
結
典
'
参
謀
本
部
地
図
各
部
に
互
つ
tJ
修
正
せ
ら

れ
た
紐
皮
修
正
畳

1
〇
･
四
秒
(角
に
て
-)
に
腰
ず
る
二
膏
六
十
七
水
耕
西
に
移
せ
ば
よ
い
静
で
､
僅
か

一
両
日
を
費

せ
ば
出
凍
る
極
め
て
造
作
の
な
い
事
柄
.,J
な
っ
て
仕
舞
ふ
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
ヽ
1
1
1
ヽ
～
ヽ
1
1
1
1
1
1
1
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

然
し
翻
っ
て
毎

ふ
る
に
'
兼
軽
重

二
十
五
度
だ
い
ふ
総
圧
が
我
閥
に
取
っ
て
特
に
大
切
な
所
以
は
'
日
本
の
中
央

ヽ
ヽ
p
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
p

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
6,
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
1
P
～
l
l
l
l
ヽ
ヽ

◎
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
､

標
準
時
を
代
表
す
る
経
度
だ
か
ら
で
あ
る
｡
即
ち
日
本
の
時
の
基
本
だ
な
る
か
ら
に
外
な
ら
L･i
い
｡
時
を
代
表
す
る

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

経

皮
は
天
文
撃
的
総
皮
で
な
-
て
は
な
ら
ぬ
O
で
こ
の
官
三
十
五
度
の
子
午
線
塵
紙
建
設
地
瓢
ビ
し
て
は
､
是
非
共

天
文
撃
的
鮮
度
軍

二
十
五
度
の
地
を
迷
ば
ね
は
'
識
者
の
満
足
を
程
な
い
で
あ
ら
う
｡
勿
論
.
天
文
撃
的
経
度
を
精

測
す
る
こ
と
は
､
そ
う
容
易
な
こ
亡
で
は
な
-
p
且
つ
責
任
の
塞
大
を
戚
ず
る
け
れ
ざ
も
'
私
は
上
の
如
き
考
慮
か

ら
P
天
文
撃
的
紐
皮
を
定
む
る
こ
ビ
ーこ
決
意
し
た
の
で
あ
る
｡

明
石
市
の
紐
皮
天
川
附
糾
収
税
偏
弟
に
就
き
て

T
望

1
三



地

球

妨
十
三
番

節
三
班

】
志

T
凹

蜘
叫JP
観
測
員
及
び
賓
測
状
況

次
に
.
地
球
上
の
各
地
瓢
の
経
緯
度
を
定
め
､
或
は
地
球
の
異
形

｢
ゼ
オ
イ
ド
｣
を
定
ひ
る
の
は
.
元
就
地
球
物

坪
の

一
分
斜
測
地
撃
の
主
要
簡
分
で
あ
る
か
ら
P
明
石
の
子
午
線
決
定
を
我
等
地
球
物
5
.撃
閥
係
の
も
の
が
引
筒
-

る
の
は
､
至
極
皆
然
で
は
あ
る
が
.
又

一
方
､
天
文
撃
的
経
度
は
天
機
観
測
に
よ
っ
て
決
定
す
る
の
で
'
天
文
撃
ど

も
至
大
の
閥
係
が
あ
-
､
明
石
教
育
令
の
委
嘱
を
受
-
る
や
私
は
､
我
問
の
測
地
撃
並
び
に
天
文
撃
の
元
老
株
で
あ

る
新
城
博
士
に
御
相
談
を
し
た
｡
所
が

｢
そ
れ
は
矢
服
-
地
球
物
即
の
演
習
問
題
だ
し
て
､
地
球
物
班
舶
係
の
も
の

だけ
で
や
っ
た
ら
よ
か
ら
-
｣
だ
い
ふ
こ
亡
で
､
私
は

排
撃
士

豊
原
義

1
｡

同

服
部
連
署
｡

同

竹
上
藤
七
郎
｡

同

於
永
義
明

の
四
常
k)共
に
之
に
嘗
る
こ
ビ
ビ
し
た
O

党
づ
小
手
調

'Y
に

一
ケ
月
中
華
瓜
郡
で
鮫
皮
測
定
の
練
習
を
L
.
そ
の
作
兼
に
充
分
の
習
熟
確
信
を
得
て
後
.
昭

和
三
年
七
月
中
旬
明
石
に
出
張
し
た
｡
明
石
で
は
先
づ
同
地
の
女
子
師
範
校
庭
に
観
測
義
を
設
け
て
試
験
し
た
が
'

何
分
汽
車
の
通
過
毎
に
地
磐
の
振
動
を
戚
ず
る
の
で
不
適
皆
ビ
組
め
'
別
に
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